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進
級
当
初
に
は
合
格
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

た
生
徒
も
含
め
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が

今
年
の
合
格
基
準
点
を
十
点
以
上
も
上

回
る
点
数
で
合
格
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
合
格
率
が
一
〇
〇
％
で
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
残
念
な
が
ら
不
合
格

者
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
次
回

の
国
家
試
験
で
は
が
ん
ば
っ
て
合
格
し

て
く
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
る
本

年
度
、
新
た
に
二
十
九
名
の
生
徒
が
三

年
生
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
高
校

生
最
後
の
実
習
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
そ

し
て
、
実
習
が
終
わ
れ
ば
本
格
的
な
受

験
対
策
が
始
ま
り
ま
す
。
保
護
者
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
医
療
福
祉
科
職
員

全
員
で
受
験
生
が
合
格
で
き
る
よ
う
支

え
て
い
き
ま
す
。

　

第
一
〇
八
回
国
家
試
験
の
合
格
発
表

が
三
月
二
十
二
日（
金
）に
あ
り
ま
し
た
。

本
校
で
は
、
看
護
師
養
成
五
年
一
貫
教

育
へ
移
行
後
の
十
三
期
生
と
し
て
、
八

十
名
が
受
験
し
ま
し
た
。
全
国
の
合
格

率
が
八
十
九･

三
％
の
中
、
本
校
は
九

十
六
・
二
％
の
合
格
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
員
合
格
を
目
指
し
て
国
家
試
験
対

策
委
員
会
を
設
置
し
て
十
二
年
目
と
な

り
、
〇
限
や
八
限
・
九
限
、
休
暇
期
間

を
利
用
し
た
国
家
試
験
対
策
講
座
へ
の

参
加
や
、
校
内
・
校
外
の
ゼ
ミ
へ
の
積

極
的
参
加
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

看
護
学
科
職
員
全
員
が「
全
員
合
格
」

を
合
い
言
葉
に
、
今
年
度
も
四
月
四
日

か
ら
補
習
授
業
を
実
施
し
、
臨
地
実
習

と
並
行
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
生
徒

を
支
え
て
い
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
本
校
は
、
令

和
元
年
五
月
十
七
日
（
金
）、

創
立
七
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

七
十
年
の
歴
史
は
、
昭
和

二
十
五
年
に
自
然
豊
か
な
出
水

平
野
の
こ
の
地
で
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
幾
多
の
変
遷
を

経
て
、
昭
和
六
十
年
に
は
校
名

を
現
在
の
出
水
中
央
高
等
学
校

と
改
め
、
三
学
科
五
課
程
を
有

す
る
北
薩
地
区
唯
一
の
私
学
の

雄
と
し
て
、
進
学
や
国
家
資
格

取
得
に
、
ま
た
部
活
動
の
活
躍

に
と
実
績
を
重
ね
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
七
十
周
年
を
迎
え
ら

れ
た
の
も
、
先
達
の
想
い
と
と

も
に
本
校
の
発
展
を
支
え
て
頂

い
た
多
く
の
皆
さ
ま
の
お
力
添

え
の
賜
物
で
あ
る
と
深
く
感
謝

し
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

七
十
年
と
い
う
の
は
、
親
子

三
世
代
に
も
渡
る
永
い
年
月
で

す
。
実
際
、「
孫
が
お
世
話
に

な
り
ま
す
」と
い
う
言
葉
や「
子

供
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」と
い
う
声
を
多
く
の
卒
業

生
の
方
々
か
ら
耳
に
し
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
確
か
な
歴
史
の
重

み
と
伝
統
の
深
さ
を
感
じ
と
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
徒
の
皆

さ
ん
は
、
日
々
の
学
校
生
活
に

お
い
て
先
輩
や
後
輩
と
時
間
を

共
有
し
な
が
ら
学
業
や
部
活
動

な
ど
に
汗
を
流
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
・
目
的
に
向
か
っ
て
成

長
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
時
々

の
今
と
い
う
時
間
は
、
ま
た
た

く
間
に
過
ぎ
去
り
蓄
積
さ
れ
、

過
去
と
な
っ
て
歴
史
の
中
に
か

た
ち
を
変
え
て
い
き
ま
す
。
同

時
に
、
日
々
を
生
き
、
互
い
に

支
え
合
い
、
影
響
し
合
い
、
そ

の
一
瞬
一
瞬
に
費
や
さ
れ
た
努

力
や
情
熱
は
、
次
代
に
脈
々
と

継
承
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
遥
か
昔

よ
り
現
在
ま
で
ひ
と
つ
に
繋
が

り
、
伝
統
へ
と
結
び
付
い
て
い

く
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
、
今
ま
で
、

歴
史
や
伝
統
を
意
識
す
る
機
会

が
少
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
皆
さ
ん
自
身
が
そ
の
歴

史
の
流
れ
の
一
端
に
身
を
置
い

て
い
る
こ
と
を
、
是
非
こ
の
機

会
に
認
識
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
七
十
年
を
振

り
返
り
、
今
の
自
分
が
積
み
重

ね
ら
れ
た
尊
い
歴
史
の
上
に
存

在
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て

ほ
し
い
の
で
す
。
現
在
ま
で
繋

が
れ
た
絆
を
大
切
に
し
て
下

さ
い
。
本
校
が
こ
れ
ま
で
送

り
出
し
た
卒
業
生
は
、
延
べ

一
万
七
千
人
を
超
え
、
全
国
各

地
・
各
界
で
立
派
に
活
躍
し
て

い
ま
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
が
、

先
人
た
ち
が
築
い
て
き
た
伝
統

あ
る
出
水
中
央
高
校
の
生
徒
で

あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
自

分
の
可
能
性
を
信
じ
、
常
に
好

奇
心
と
向
上
心
を
も
っ
て
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
し
、
新
た
な
歴

史
を
築
い
て
い
っ
て
く
れ
る
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
繰
り
返
し
と
な
り

ま
す
が
、
創
立
以
来
七
十
年
の

永
き
に
渡
り
、
ご
支
援
ご
協
力

頂
き
ま
し
た
地
域
の
皆
さ
ま
、

同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ま
に

感
謝
し
、
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
こ
の
七
十
周
年
を

契
機
と
し
て
、
本
校
が
皆
さ
ま

と
尚
一
層
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、磨
き
輝
き
、益
々
発
展
し
て

い
く
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
創
立
七
十
周
年
を
記

念
し
て
卒
業
生
に
よ
る
講
演
会
を
行

い
ま
し
た
。
校
長
挨
拶
、
吹
奏
楽
部

に
よ
る
記
念
演
奏
に
続
い
て
の
講
演

で
す
。

　

先
生
は
は
じ
め
に
、
整
形
外
科
全

般
や
大
学
病
院
に
お
け
る
整
形
外
科

の
現
状
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ご
自

身
は
臨
床
経
験
を
経
て
研
究
に
携
わ

っ
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

整
形
外
科
の
先
端
医
療
、
希
少
癌
の

専
門
医
不
足
、
地
域
医
療
を
担
う
医

師
の
不
足
な
ど
に
つ
い
て
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
先
生
の
経
験
か
ら
、
学

生
時
代
の
留
学
は
異
文
化
を
は
じ
め

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
学
べ
る
の
で
ぜ

ひ
挑
戦
し
て
ほ
し
い
、
互
い
に
切
磋

琢
磨
で
き
る
部
活
動
に
も
参
加
し
て

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
ほ
し

い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
頂
き
ま
し

た
。

　

お
礼
の
花
束
贈
呈
の
時
に
は
、
生

徒
会
長
佐
野
公
哉
君
（
特
進
課
程
三

年
）か
ら
の
質
問
も
飛
び
出
し
、
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
で
講
演
会
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

に
と
っ
て
は
、
日
々
学
ん
で
い
く
こ

と
の
大
切
さ
や
こ
れ
か
ら
の
社
会
で

活
躍
す
る
た
め
の
勇
気
を
感
じ
取
る

良
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
〇
一
九
年
三
月

二
十
九
日
、
プ
ロ
野

球
が
開
幕
し
た
。
ま

た
、
学
校
も
四
月
一

日
か
ら
新
年
度
を
迎

え
、
学
校
生
活
が
始

ま
っ
た
。
夢
や
目
標

を
持
っ
て
学
校
生
活

を
送
っ
て
い
る
生
徒

達
に
、「
成
長
す
る
人
の
共
通

点
」
を
紹
介
し
た
い
▼
そ
れ
は
、

素
直
で
あ
る
こ
と
、
好
奇
心
旺

盛
で
あ
る
こ
と
、
忍
耐
力
が

あ
り
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
、
準

備
を
怠
ら
な
い
こ
と
、
几
帳
面

で
あ
る
こ
と
、
気
配
り
が
で
き

る
こ
と
、
夢
を
持
ち
目
標
を
高

く
設
定
で
き
る
こ
と
、
以
上
七

つ
で
あ
る
。
こ
の
伸
び
る
人
の

共
通
点
を
掲
げ
て
い
た
人
物

は
、
プ
ロ
野
球
で
打
撃
コ
ー
チ

を
し
て
い
た
高
畠
導
宏
氏
で
あ

る
。
プ
ロ
野
球
界
で
は
、
伝
説

の
打
撃
コ
ー
チ
と
い
わ
れ
七
球

団
を
渡
り
歩
き
、
約
三
十
年
間
、

選
手
の
技
術
面
や
精
神
面
を
鍛

え
育
て
た
。
三
月
二
十
一
日
に

引
退
を
し
た
シ
ア
ト
ル
マ
リ
ナ

ー
ズ
の
イ
チ
ロ
ー
選
手
も
そ
の

ひ
と
り
で
あ
る
。
そ
の
他
、
落

合
博
満
選
手
・
小
久
保
裕
紀
選

手
な
ど
三
十
人
以
上
の
名
だ
た

る
タ
イ
ト
ル
ホ
ル
ダ
ー
を
育
て

上
げ
た
。
高
畠
氏
は
七
つ
の

中
で
も
、「
素
直
で
あ
る
こ
と
」

が
伸
び
る
要
素
の
根
底
に
な
る

と
言
っ
て
い
る
▼
令
和
元
年
の

今
年
、
プ
ロ
野
球
の
ド
ラ
フ
ト

候
補
に
挙
が
っ
て
い
る
本
校
の

卒
業
生
が
い
る
。
彼
の
こ
と
は

彼
が
野
球
を
始
め
た
頃
か
ら
知

っ
て
い
る
が
、
当
時
か
ら
ず
っ

と
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る
と
い

う
夢
を
持
っ
て
い
る
。
現
在
は

大
学
野
球
で
、
副
キ
ャ
プ
テ
ン

と
し
て
チ
ー
ム
を
牽
引
し
優
勝

に
向
け
て
鼓
舞
し
て
い
る
。
自

分
の
こ
と
よ
り
、
チ
ー
ム
の
こ

と
を
最
優
先
に
考
え
て
行
動
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
姿
を
見

た
時
、
高
校
時
代
よ
り
一
回
り

も
二
回
り
も
成
長
し
、
自
信
に

満
ち
溢
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え

た
。
そ
し
て
先
日
、
彼
に
会
っ

た
時
、
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て

い
た
。「
今
、
野
球
が
楽
し
く

て
し
よ
う
が
な
い
」
と
。
振
り

返
れ
ば
、
そ
ん
な
彼
は
先
に
示

し
た
七
つ
の
伸
び
る
人
の
共
通

点
に
合
致
し
て
い
る
と
思
え
る
。

“
野
球
を
心
か
ら
楽
し
む
”
と

い
う
こ
と
は
、
成
長
し
た
証
で

あ
る
。
今
秋
、
ド
ラ
フ
ト
で
彼

の
名
が
呼
ば
れ
、
プ
ロ
の
世
界

で
そ
の
勇
姿
を
見
せ
て
く
れ
る

こ
と
を
心
か
ら
望
ん
で
い
る
。

（
青
木　

和
義
）

紫　尾　嶺

校　長
木山　博隆

中
央
生
と
し
て
誇
り
を

合格
横浜国立大 1名, 九州大 1名
長崎大1名,熊本大1名,大分大1名
宮崎大 1名, 鹿児島大 9名 など

国公立大学

合計23名
●
大
学
・
短
期
大
学

　

特
進
課
程
は
横
浜
国
立
大
学
一
名
・

九
州
大
学
一
名
・
長
崎
大
学
一
名
・
熊

本
大
学
一
名
・
大
分
大
学
一
名
・
宮
崎

大
学
一
名
・
鹿
児
島
大
学
九
名
・
防
衛

大
学
一
名
・
立
教
大
学
一
名
・
立
命
館

大
学
五
名
・
福
岡
大
学
九
名
な
ど
の
合

格
者
が
で
ま
し
た
。
教
養
課
程
で
は
愛

媛
大
学
一
名
・
名
桜
大
学
一
名
・
北
里

大
学
一
名
・
日
本
大
学
一
名
・
関
西
学

院
大
学
一
名
・
福
岡
大
学
二
名
な
ど
の

合
格
者
が
で
ま
し
た
。
普
通
課
程
の
合

格
者
も
含
め
て
大
学
一
○
四
名
、
短
期

大
学
十
名
の
合
格
者
を
含
め
る
と
、
合

計
一
一
五
名
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
左

の
一
覧
表
を
ご
覧
下
さ
い
。

●
専
修
学
校（
各
種
学
校
を
含
む
）

　

専
修
学
校
を
選
択
す
る
生
徒
は
、
就

職
に
直
結
す
る
資
格
や
技
能
の
修
得
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
本
校
看
護
学
科
専
門
課
程

に
八
十
二
名
が
進
学
し
、
医
療
系
十
六

名
、
技
術
系
八
名
、
公
務
員
系
二
名
・

そ
の
他
七
名
、
合
計
三
十
三
名
が
専
修

学
校
に
合
格
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
就
職
を
希
望
す
る
生
徒
一

二
三
名
が
内
定
し
ま
し
た
。
内
訳
は
看

護
師
八
十
一
名
、
介
護
福
祉
士
二
十
八

名
、
一
般
事
業
所
十
二
名
、
公
務
員
二

名
で
す
。
本
校
で
は
、
医
療
福
祉
科
と

看
護
学
科
で
は
校
内
実
習
の
ほ
か
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
臨
地
・
施
設
・
介

護
実
習
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。
一
般

事
業
所
を
希
望
す
る
生
徒
に
対
し
て
は
、

外
部
講
師
に
よ
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
面
接

指
導
を
実
施
し
、
公
務
員
を
希
望
す
る

生
徒
に
は
公
務
員
模
試
な
ど
を
校
内
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
三
十
一
回
介
護
福
祉
士
国
家
試
験

に
つ
い
て
、
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十

七
日（
水
）に
合
格
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
の
合
格
率
は
七
十
三
・
七
％
、

福
祉
系
高
等
学
校
の
平
均
合
格
率
は
七

十
六
・
八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
校

か
ら
は
三
十
二
名
が
受
験
し
、
そ
の
合

格
率
は
九
十
六
・
九
％
で
、
全
国
よ
り

も
高
い
合
格
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
四
月
、
医
療
福
祉
科
で

は
三
十
四
名
の
生
徒
が
三
年
生
に
進
級

し
ま
し
た
。
ユ
ニ
ー
ク
な
生
徒
が
多
く
、

反
発
し
合
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
な
目
標
を
見
つ
け
進
む
道

が
別
れ
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
も
い
ま
し
た

が
、
受
験
し
た
三
十
二
名
は
、
国
家
試

験
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
彼
ら
自
身
が
全

員
合
格
を
目
標
と
し
て
捉
え
て
く
れ

た
よ
う
で
し
た
。
そ
し
て
、
国
家
試
験

直
前
に
は
、
互
い
に
弱
点
を
克
服
し
よ

う
と
協
力
し
合
う
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、

努力の成果努力の成果
就

職

状

況

介
護
福
祉
士

国
家
試
験
概
況

看
護
師
国
家
試
験
概
況

平成30年度 大学合格実績

人数
1
1
1
1
1
1
9
1
3
1
1
7
1
1
1
1
2
1
1
1
5
1
1

大　　　学
横 浜 国 立 大 学
九 州 大 学
長 崎 大 学
熊 本 大 学
大 分 大 学
宮 崎 大 学
鹿 児 島 大 学
北九州市立大学
熊 本 県 立 大 学
名 桜 大 学
防 衛 大 学 校
国 士 舘 大 学
清 和 大 学
高 千 穂 大 学
東 京 農 業 大 学
東 洋 大 学
日本社会事業大学
立 教 大 学
東 海 大 学
京都外国語大学
立 命 館 大 学
近 畿 大 学
関 西 国 際 大 学

人数
1
1
1
3
2
9
1
1
2
5
1
1
1
1
2
1
77
1
3
1
1
6
83

大　　　学
日本赤十字広島看護大学
九 州 国 際 大 学
九 州 共 立 大 学
久 留 米 大 学
純 真 学 園 大 学
福 岡 大 学
福岡国際医療福祉大学
長崎総合科学大学
熊本保健科学大学
祟 城 大 学
第 一 工 業 大 学
平 成 音 楽 大 学
立命館アジア太平洋大学
九州保健福祉大学
鹿児島国際大学
鹿児島純心女子大学
大　学　計

大分県立美術短期大学
鹿児島県立女子短期大学
鹿児島純心女子短期大学
第一幼児教育短期大学
短　大　計
合　　計

特　進　課　程

人数
1
1
2
1
3
8

大　　　学
日 本 体 育 大 学
名古屋経済大学
久 留 米 大 学
九 州 共 立 大 学
長 崎 国 際 大 学
大　学　計

人数
2
2
10

大　　　学
福岡こども短期大学
短　大　計
合　　計

普　通　課　程

人数
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
2

大　　　学
愛 媛 大 学
名 桜 大 学
沖縄職業能力開発大学
育 英 大 学
北 里 大 学
多 摩 大 学
日 本 大 学
岐 阜 経 済 大 学
関 西 学 院 大 学
久 留 米 大 学
福 岡 大 学

人数
1
1
1
2
19
1
1
1
3
22

大　　　学
福 岡 工 業 大 学
熊 本 学 園 大 学
別 府 大 学
鹿児島国際大学
大　学　計

福岡女子短期大学
鹿児島県立女子短期大学
鹿児島女子短期大学
短　大　計
合　　計

教　養　課　程

※その他，学校見学・出前授業・出張説明会等随時実施
　可能です。ご連絡･お問い合わせをお待ちしております。 問い合わせ先 代　　　表 ℡0996-62-0500

広報企画室 ℡0996-62-6677（Fax兼用）　　　　　　　　　　出水中央高等学校

オープンキャンパス等予定表2019年度 出水中央高等学校
６月９日㈰

８月４日㈰

６月22日㈯
８月３日㈯

看護・福祉体験
8:30~15:30 文化祭
10:00~12:00

体験入学
体験入学

10:00~12:30

10:00~12:30

13:30~16:30 野球部体験入部

８月31日㈯

10月14日㈷㈪
11月16日㈯
12月６日㈮

９月７日㈯
体験入学
体育祭8:50~15:30

吹奏楽部体験入部

10:00~12:30

10:00~12:00

18:30~20:30

戴帽式
本校入試説明会

9:30~16:00

進

学

状

況

講
　
師

永
　
野
　
　
聡 

先
生

（
本
校
特
進
課
程
平
成
二
年
卒
業
、
現
在
鹿
児
島
大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
整
形
外
科
准
教
授
）

演
　
題
﹁
現
在
の
整
形
外
科
医
療
と
基
礎
研
究

昭
和
生
ま
れ
〜
平
成
の
卒
業
生
か
ら
令
和
時
代
を
担
う
在
校
生
の
皆
さ
ん
へ
﹂

記 念 講 演 会
令和元年５月17日㈮ 10:35～12:00 本校体育館

創
立
七
十
周
年
を
祝
う



２０１９年（令和元年）６月５日 出 水 中 央 高 等 学 校 新 聞 （２）（第１４５号）

ＰＴＡ標語『道をはずさぬよう「導こう」「守ろう」みんな我が子』『輪になって　心をつなぐ　ＰＴＡ』

　

四
月
二
十
六
日（
金
）三
・
四
限
目
に
生
徒
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
今
年
度
の
生
徒
会

ス
ロ
ー
ガ
ン「
獅
子
搏
兎（
し
し
は
く
と
）
～
い
か
な

る
時
も
全
力
で
～
」が
決
定
し
ま
し
た
。「
獅
子
搏
兎
」

と
は
簡
単
な
こ
と
で
も
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
そ
し
て
、「
学
校
生
活
に
お
い
て
、
文

化
祭
や
体
育
祭
な
ど
の
大
き
な
行
事
だ
け
で
な
く
、

日
々
の
勉
強
や
部
活
動
で
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
軽
音
楽
同
好
会
と
女
子
サ
ッ
カ
ー
同
好

会
の
部
へ
の
昇
格
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
ク
ラ
ス
議
題
審

議
で
は
、
各
学
級
か
ら
出
さ

れ
た
要
望
に
つ
い
て
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
生
徒
会
で
は
、
生
徒
の

さ
ま
ざ
ま
な
声
を
大
切
に
、

皆
が
充
実
し
た
学
校
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
校
サ
ッ
カ
ー
部
は
鹿

児
島
県
高
校
総
体
で
準
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
準
決
勝
は

二
一
五
名
、
決
勝
は
五
四

〇
名
の
応
援
団
を
派
遣
し

ま
し
た
。
準
決
勝
は
、
選

手
が
所
属
す
る
普
通
課

程
・
教
養
課
程
の
生
徒
中
心
の
応
援
団
で
す
。
チ
ー

ム
は
延
長
戦
で
決
勝
点
を
上
げ
、
鹿
児
島
情
報
高
校

に
三
対
一
で
勝
ち
ま
し
た
。
決
勝
は
、
模
試
や
実
習

の
あ
る
六
ク
ラ
ス
を
除
い
た
全
校
で
の
応
援
と
な
り

ま
し
た
。
全
校
生
徒
が
一
体
と
な
っ
て
熱
い
声
援
を

送
り
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
は
神
村
学
園
高
等
部
に
惜

し
く
も
〇
対
三
で
負
け
ま
し
た
。

　

県
大
会
を
制
す
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

生
徒
た
ち
は
同
じ
学
校
の
選
手
が
必
死
に
ボ
ー
ル
を

追
い
か
け
る
姿
を
見
て
、
本
校
生
と
し
て
の
誇
り
を

感
じ
、
自
分
も
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

本
校
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
六
月
十
四
日
か
ら
佐
賀
県

で
行
わ
れ
る
九
州
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

特進日曜教室開講

英語･数学･国語を中心に学ぶ楽しさ，
出来る喜びを体験してみませんか？
特進課程の進学実績を支えた授業と個
別指導で将来，難関大学合格につなが
る学びを手に入れよう！

6月16日
7月14日

英語･数学･国語
数学･国語･英語

 8:00~ 8:20
 8:30~ 9:40

 9:55~11:05

11:20~12:30

受　　付
１教科目授業
個別指導
２教科目授業
個別指導
３教科目授業
個別指導

前期日程

後期
日程

11月10日･11月24日
12月 8日･12月22日
 1月12日

※詳細は，本校「日曜教室担当」まで
　お問い合わせください。

受講料 無　料
※毎回プリント代等を含む実費200円

（中学３年生対象）

①
鹿
児
島
大
学　

②
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・

パ
ソ
コ
ン　

③
肉
・
カ
レ
ー
ラ
イ
ス　

④
生

徒
た
ち
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
授
業
を
目

指
し
て
、
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

①
東
海
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学　

②
映
画

鑑
賞　

③
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
・
マ
ン
ゴ
ー

④
生
徒
に
わ
か
り
や
す
く
興
味
あ
る
授
業
を

目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も
感
謝
の

心
と
笑
顔
を
忘
れ
ず
、
思
い
出
に
残
る
学
校

生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

①
東
京
理
科
大
学　

②
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
鑑
賞
（
特

に
一
九
六
〇
年
前
後
の
曲
が
大
好
き
で
す
）

③
魚
介
類
の
刺
身　

④
三
十
八
年
間
目
指
し

て
き
て
、
こ
れ
か
ら
も
目
指
し
た
い
教
師
像

は
、
論
語
に
あ
る
「
教
え
て
倦
ま
ず
」
と
い

う
言
葉
を
胸
に
、
日
々
生
徒
の
皆
さ
ん
と
接

し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
教
師
で
す
。
今
後
、

教
科
書
通
り
の
解
法
に
と
ら
わ
れ
ず
、
異
な

る
角
度
か
ら
も
物
事
を
見
つ
め
る
時
間
が
共

有
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①
法
政
大
学　

②
旅
行
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
鑑
賞

③
コ
ー
ヒ
ー　

④
人
生
に
は
喜
び
も
悲
し
み
も
あ

る
―
―
竹
の
よ
う
に
し
な
や
か
な
心
を
持
っ
て
、

前
向
き
に
熱
く
人
生
を
語
れ
る
教
師
で
す
。

①
鹿
児
島
国
際
大
学　

②
登
山
・
ア
ク
ア
リ
ウ

ム
・
野
球
観
戦（
広
島
東
洋
カ
ー
プ
）・
音
楽
鑑

賞
・
楽
器
演
奏　

③
イ
タ
リ
ア
ン
料
理　

④
平
成

二
十
二
年
に
教
養
課
程
（
吹
奏
楽
部
）
を
卒
業
し
、

母
校
で
あ
る
本
校
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
と
直
接
関
わ
る
機
会
は
あ
ま

り
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
事
務
室
ま
で
来
室
し
て
く
だ

さ
い
。

①
出
水
学
園
高
等
学
校　

②
銭
湯
巡
り　

③
果
物

④
昭
和
六
十
年
三
月
に
本
校
を
卒
業
し
、
昨
年
度

三
月
末
ま
で
地
元
消
防
本
部
に
三
十
四
年
間
勤
務

し
て
参
り
ま
し
た
。
今
回
御
縁
が
あ
り
野
球
部
監

督
に
就
任
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
本
校
野
球

部
は
、
こ
れ
ま
で
数
回
の
九
州
大
会
出
場
の
歴
史

は
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
甲
子
園
出
場
の
悲
願
を
達

成
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

韓
国
・
大
田
広
域
市（
テ
ジ

ョ
ン
）出
身
の
パ
ク
・
ヨ
ヌ
君

が
入
学
し
ま
し
た
。
パ
ク
君

は
日
韓
両
国
で
開
催
さ
れ
た

二
〇
〇
二
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
の
翌
年
生
ま
れ
の

十
六
歳
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
男
子
寮
で
生
活

し
、
普
通
課
程
一
年
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。
趣
味
は
水
泳
、
本
校

サ
ッ
カ
ー
部
で
は
早
く
も
そ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

目
下
、
一
日
も
早
く
日
本
語
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
と
学
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。
日
本
の
友
人
と
深
い
対
話
を
交
わ
し
な
が
ら
、
韓

国
の
友
人
と
の
違
い
を
肌
で
感
じ
た
い
そ
う
で
す
。
卒
業
後
は
東

京
の
大
学
に
進
学
し
、
将
来
は
サ
ッ
カ
ー
選
手
か
サ
ッ
カ
ー
に
携

わ
る
こ
と
が
目
標
、
と
話
し
て
い
ま
す
。

　出水市陸上競技場を中心に活動しています。
　陸上競技の目標でもある「より速く！」に対
して一人一人が真摯に取り組み，個々のレベル
アップを図る中で，個人ではインターハイ出場，
チームとしては全国高校駅伝出場を目指した
いと考えています。
　大学・実業団で活躍する卒業生の活躍にも
ご期待ください。

駅　伝　部

　１月の県新人大会では決勝まで行くものの
５度目の挑戦もあと一つの壁を突破できず，
またしてもシルバーメダルでした。まだまだ
頂に立つべくしての力が無いという現実を受
け入れて，ハードワークスポーツである素晴
らしいサッカーというスポーツを通して人間
性を磨き，サッカー道に精進します。

サッカー部

吹 奏 楽 部

　現在83名でとても恵まれた環境の中，練習
に励んでいます。
　昨年度は，九州吹奏楽コンクールで金賞を
受賞，11月には全日本高等学校吹奏楽大会in
横浜に出場し審査員長賞・バンドジャーナル
賞を受賞しました。今年度は，鹿児島・熊本
各県での演奏会を予定しており，その他各種
行事でも演奏します。
　吹奏楽を通してたくさんの方々と交流し，感動
的な音楽ができるように頑張っていきます。これ
からの吹奏楽部の応援をよろしくお願いします。

野　球　部

　本年度は城須新監督と新入部員15名を迎え，
部員43名，マネージャー３名，指導者４名の50
名でスタートしました。屋内練習場を完備した
専用球場で，悲願の甲子園出場を達成するため
に日々精進しています。夏の選手権大会では皆
さんの期待に応えられるよう，「出水から甲子
園」を合言葉に，選手・指導者一丸となって甲
子園を目指します。応援よろしくお願いします。

德
とく

 田
だ

 　 傑
すぐる

 先生
（看護学科　理科）

藤
ふじ

川
かわ

　睦
むつ

子
こ

 先生
（看護学科　看護）

二
にの

宮
みや

　伸
のぶ

秀
ひで

 先生
（教養課程　数学）

令和元年度 部活動の活動実績
野　　球　　部

平成31年度出水地区春季
　  高校野球大会（4/17・4/18）
準決勝　対 出　水  ９－５　勝利
決　勝　対 出水商  14－７　勝利
　　　　　　　　　　　　※優勝

第60回市長旗争奪
　市内高等学校野球大会（5/11）
準決勝　対 出水工 ８－５　勝利
決　勝　対 出　水 17－０
　　 （5回コールド）勝利　※優勝

陸　上　部
北薩･日置高等学校陸上競技大会
　　　　　　　　　　（5/8･9）
男子 110mH　１位　渡邊 聖人
男子走高跳　　１位　新福 広起

柔　　道　　部
春季北薩柔道競技大会（5/9）
女子団体：準優勝　男子団体：3位
男子個人
 60㌔級　３位：山崎一鷹（Ｓ1）
 66㌔級　２位：石野成人（Ｎ1）
 　　　　 ３位：福山太尊（Ｓ2）
女子個人
 52㌔級　２位：田中美優（Ｎ3）
 57㌔級　２位：溝口乃亜（Ｎ1）
 63㌔級　１位：緒方汐花（Ｎ1）
 70㌔級　１位：中村　雅（Ｎ2）
 78㌔級　１位：若松ヨシカ（Ｎ2）

バスケットボール部 男子
第74回南九州四県対抗
バスケットボール選手権大会
　　　　〈鹿児島県予選〉（4/6）
［１回戦］本校 74ｰ76 修学館
　　　　　　　　  ※１回戦敗退
第12回スプレット・nskカップ
バスケットボール出水大会(5/4･5) 
［予選リーグ］本校 39ｰ42 鹿児島南
　　　　　　　本校 46ｰ78 八代工業
［順位決定戦（予選３位パート）］
　　　　　　　本校 54ｰ44 加 世 田
　　　　　　　本校 66ｰ55 出水工業
　　　　　　　 　※12チーム中８位
2019年度北薩（出水）地区高等学校
バスケットボール春季大会(5/8･9) 
本校 58-54 出水工業　本校 44-81 出水
本校 45-60 出水商業　本校 65-51 鶴翔
　　　　　　　　※５チーム中４位

バスケットボール部 女子
第74回南九州四県対抗
バスケットボール選手権大会
　　　　〈鹿児島県予選〉（4/6）
［２回戦］本校 40ｰ75 鹿児島南
　　　　　　　　  ※２回戦敗退
第12回スプレット・nskカップ
バスケットボール出水大会(5/4･5) 
［予選リーグ］本校 58ｰ35 加世田
　　　　　　　本校 49ｰ42 八代東
［順位決定戦（予選１位パート）］
　　　　　　　本校 38ｰ71 玉　名
　　　　　　　本校 55ｰ61 水　俣
　　　　　　　 　※12チーム中４位
2019年度北薩（出水）地区高等学校
バスケットボール春季大会(5/8･9) 
本校 50-58 出水商業
本校 67-55 野田女子
本校 81-32 出　　水　

サッカー部
県トップリーグ１部リーグ
第１節  ４/７  1－0 鹿児島工業高校
第２節  ４/13  2－5 神村学園２nd
第３節  ４/21  0－2 松陽高校
第４節  ５/４  8－0 アミーゴス鹿児島
第５節  ５/６  2－3 鹿児島城西高校
県トップリーグ２部リーグ
第１節  ４/７  3－3 鹿児島城西next
第２節  ４/13  3－1 鹿実 2nd
第３節  ４/21  2－2 鹿屋工業高校
第４節  ５/４  5－1 れいめい高校
第５節  ５/６  1－2 鹿児島高専

鹿児島県高等学校サッカー競技大会
　　　　　　　　　（5/19~25）
２ 回 戦 ７－０ 隼人工業高校
３ 回 戦 14－０ 明桜館高校
４ 回 戦 12－０ 奄美高校
準々決勝 １－０ 鹿児島実業高校
準 決 勝 ３－１ 鹿児島情報高校
決　　勝 ０－３ 神村学園高等部
　　　　　　　　　　　※準優勝

北薩地区春季サッカー大会
５/８ 予選リンク
　　　６－１　出水商業高校
　　　０－０　川内高校
５/９ 準決勝 ７－０ れいめい高校
　　  決　勝 ２－０ 出水高校
　　　　　　　　　　  　　※優勝

バドミントン部
第64回鹿児島県春季バドミントン
選手権大会（4/13･14･20･21）
【女子団体】
　１回戦敗退（対 伊集院高校）　　
【個人ダブルス（女子）】
　槌山 瑞菜（N3）・小島 一華（N3）
　　　　　　　　　　　3回戦敗退
　山一 七海（N3）・松若 里帆（L2）
　　　　　　　　　　　2回戦敗退
　松岡 亜実（N3）・尾ノ上 美羽（N2）
　　　　　　　　　　　１回戦敗退
【個人シングルス（女子）】
　槌山 瑞菜（N3）４回戦敗退　　
　小島 一華（N3）３回戦敗退
　　　　　　　　（途中棄権）
　尾ノ上 美羽（N2）２回戦敗退　
　山一 七海（N3），川越 桜花（N3）
　松岡 亜実（N3），松若 里帆（L2）
　　　　　　　　初戦（２回戦）敗退

北薩地区高等学校春季
　バドミントン大会（5/8・9）
【女子団体】
　Aチーム　３位決定戦敗退（４位）　　
　Bチーム　決勝トーナメント
　　　　　　　　　　　1回戦敗退
【個人ダブルス（女子）】
　槌山 瑞菜（N3）・嘉数 優夢（N1）
　　　　　　　　　　  4 回戦敗退
　松岡 亜実（N3）・川越 桜花（N3）， 
　山一 七海（N3）・松若 里帆（L2），
　大嶺 麗桜（N1）・比嘉 涼凪（N1）
　　　　　　　　　  　2回戦敗退
　尾ノ上美羽（N2）・内村芹梨香（M1）
　　　　　　　　　　  1 回戦敗退
【個人シングルス（女子）】
　槌山 瑞菜　３位決定戦敗退（４位）
　松岡 亜実（N3），川越 桜花（N3）
　大嶺 麗桜（N1），嘉数 優夢（N1）
　　　　　　　　　  　３回戦敗退
　山一 七海（N3），松若 里帆（L2），
　尾ノ上 美羽（N2）　　２回戦敗退
　比嘉 涼凪（N1），内村 芹梨香（M1）
　　　　　　　　　  　１回戦敗退
【個人シングルス（男子）】
　西島 大地（S2）　2回戦敗退

卓　　球　　部
第47回宮山杯人吉･球磨オープン
　　　　　　　卓球大会（4/29）
【女子ダブルスＢ級】
　花田・宮田　３回戦進出
【女子シングルスＡ級】
　花田　　　　初戦突破ならず
【女子シングルスＢ級】
　宮田　　　　ベスト４
令和元年度 北薩地区高等学校
　　　　　　　　 春季卓球大会
【女子学校対抗】
　７チームリーグ　３勝３敗（４位）
【女子ダブルス】
　花田・宮田　　　２回戦進出
【女子シングルス】
　花田，宮田  予選リーグ通過ならず

駅　伝　部
北薩･日置地区高等学校陸上
  競技大会（5/8･9）薩摩川内市
【男子 800m】
　1位 中元 諄哉　4位 菊田 貴仁
　6位 山田 朋矢
【女子   800m】　6位 米澤 杏樹
【男子 1,500m】　4位 中元 諄哉
【男子 3,000m】
　3位 内山 峻一　5位 黒木 仁人
【男子 3,000mSC】
　1位 田中 泰世　4位 石岡 大侑
　5位 黒木 仁人

ソフトボール部
第53回鹿児島県高等学校女子
春季ソフトボール大会（4/20･21）
１回戦  本校 ５－１ 鹿屋中央高校（勝利）
２回戦  本校 11－７ 国分中央高校（勝利）
準決勝  本校 ０－10 鹿児島女子高校
　　　　　　　　　　 　※ベスト４
令和元年度北薩地区
春季ソフトボール大会（5/8）
本校  15－3  川内商工高校（勝利）
本校  13－2  川内高校（勝利）
　　　　　　　　　　　　※優勝

ソフトテニス部
令和元年度 北薩地区高等学校
　ソフトテニス大会（5/8・9）
【女子団体】
　※決勝トーナメント１回戦敗退
　本校　０―３　出水商業Ａ
【女子個人】
　設樂・甫立，沖津・鍋田，
　設樂・濵島，西村・浦田
　　　　　　　　　１回戦敗退
　浦田・甫立　　　２回戦敗退

テニス同好会
令和元年度 北薩地区高校体育連盟
テニス競技春季大会（5/8・9）
【女子シングルス】
　山口　眞依　１回戦まで
【男子シングルス】
　渕上　叶太　３回戦まで
【ダブルス】※オープン参加
　山口・渕上　

弓　　道　　部
2019年度北薩地区高等学校
　　　春季弓道競技大会（5/9）
【男子個人】佐野 公哉
　予選　８射０中（予選敗退）
【女子個人】田之頭 美夢
　予　選　８射４中（予選通過）
　準決勝　４射２中（決勝進出）
　決　勝　２射１中　　
　2～5位決定戦  １射１中 ※準優勝　

バレーボール部 男子
春季地区バレーボール大会（5/8･9）
６チーム総当たり  １勝４敗（５位）

バレーボール部 女子
全九州総合選手権県予選会（4/20）
１回戦　本校 ０－２
春季地区バレーボール大会（5/8･9）
予選リーグ　本校０－２鶴翔
　　　　　　本校０－２川内商工
　　　　　　本校０－２野田女子
５～９位リーグ
　　本校２－０川薩清修館･れいめい
　　本校２－０出水商業

※4チーム中
　２位
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最
終
学
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　②
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③
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食
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目
指
す
教
師
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新
任
紹
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松
まつ

山
やま

　光
みつ

子
こ

 先生
（特進課程　国語）

山
やま

田
だ

 龍
りゅう

之
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介
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 先生
（事　務）

城
じょうす

須　智
とも

也
なり

 先生
（野球部監督）

　

今
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
後
援
会
総
会
は
、

五
月
十
一
日（
土
）本
校
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
保
護
者
は
四
七
九
名
の
ご
参
加

で
、
西
島
勉
様
が
令
和
元
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
当
日
は
、
八
時
四
十
五
分
か
ら
授

業
参
観
、
十
時
か
ら
総
会
が
始
ま
り
、
は

じ
め
に
山
上
博
樹
様
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、

次
の
議
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
①
平
成

三
十
年
度
会
務
・
学
事
・
部
活
動
大
会
報

告
、
②
平
成
三
十
年
度
収
支
決
算
の
報
告
、

③
令
和
元
年
度
予
算
案
審
議
・
活
動
計
画
、

④
令
和
元
年
度
役
員
の
承
認
な
ど
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
長
年
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
前

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
の
鬼
塚
恵
子
様
、
前
監
事

の
肱
岡
加
代
美
様
が
表
彰
者
と
し
て
紹
介

さ
れ
、
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
今
回
は
、
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
総
会
終
了
後
に
講
演
会
を
計
画
し
、

出
水
警
察
署
か
ら
楠
原
啓
太
様
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
全
国
的
に
問
題
が
増
え
て
き

て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
関
す
る
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
講

演
終
了
後
は
例
年
通

り
、
担
任
面
談
を
中

心
と
し
た
学
級
懇
談

会
や
進
学
講
演
会
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、地
区
・

学
級
役
員
の
掲
載
は

省
略
し
ま
す
。
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元
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吉
・
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兼
正

　
　

森
下　

弘
美
・
柿
木　

い
ず
み

西 島　勉 会長

ＰＴＡ会長に
西島 勉様 再任

令
和
元
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

大田広域市

留
学
生
紹
介

生
徒
総
会
開
催

サ
ッ
カ
ー
部
県
総
体

準
優
勝
！


